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長崎県競技力向上対策本部事業補助金事務説明

1:申請手順について
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:内示後(競技団体内で事業の再検討をお願いします。
こ再検討後、申請について各競技担当と調整を行つてください。

(各事業の予算検討)
・調整後、交付申請をお願いします。 「

・交付決定後、事業を始めてください。

,交付決定前に事業に着手する場合はヽ事前着手の申請と承諸が必要です。

事前着手しなければならない場合は、各競技担当者に報告してください。

2日 長崎県競技力向上対策本部補助金書類について

①すべての関係書類・証拠書類は5年間保存をお願いします。

②令和8年度競技団体実地検査予定 :(R9年 2～ 3月頃)
山一イング、ホツケー、体操、!セァリング、ウエイトリフテイング、

相撲、ウェンシング、iなぎなた

※補助金は、他の補助金等と区別して管理し、書類は順をおつて編纂のうえt

帳簿、通帳等により補助金の流れが説明できるようにしておく必要がありま

す。
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3.宿泊にかかる領収書 (証拠書類等)について

①業者が発行したもの      i
業者とは、ホテルや旅館などの宿泊施設や旅行代理店。大学の合宿所などは

大学等が合宿所を運営しており、適正な領収書と認められる場合は可。

ただし、部の領収書等、規約等がなく個人が発行するものは認められません。

②業者により内訳 (人数・単価・食事の有無)ん 記ヾ入されたもの

例 :1泊 2食、1,自素泊まり:OOttXO人 等

0曜日により料金が異なる場合や部屋タイプで料金が異なる場合など利用明
細が確認できるようにしてください。
●宿泊以外 (駐車場や会議室等)の利用料が発生している場合も利用明細が
確認できるようにしてください。

③交通費を含む旅行会社が発行する領収書は、交通費と宿泊費など内訳が記載

されている明細等を添付してください。ただしパック料金については、パッ

ク料金単価と人数が記入されたもの。

※宿泊費の領収書だけでなく、ほかの費目についても補助金取扱い留意事項

「県競技方向上対策事業の対象となる経費及び徴収すべき領収書 (証拠書

等)」 の内容を確認の上t確実に内訳が記入されたものを提出してください。

4.資金計画書 (様式第 1:号の4)について (R6年度から導入)

①導入の目的 ‐

・公金の適正な執行および管理
・強化事業費の効率的な運用

②資金計画書の作成について
。各競技団体によつて、ブロック大会の有無などにより事業実施時期等が

異なると思いますので、交付申請書等の作成の段階で、県体育保健課の

競技担当者と相談して作成してください。

③今年度対象事業
,青森国スポ強化事業 ・長崎ミライアスリート事業
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補助金取扱い留意事項

I 交付手順について

Π 交付申請及び実績報告に係る様式等について 「長崎県競技力向上対策本部補助金交
付規程」により、申請および実績報告を行うこと。             |
なお、この補助金は、i交付請求により必要と認められる場合は(概算払いをすること

ができる。

(注 1) 「長崎県競技力向上対策本部補助金交付規程」第15条に基づき、補助金の全部
もしくは一部の交付を停上し、又は、補助金の全部もしくは■部の返淳を命じるこ

とができる。

(注 2)補助金申請は、競技団体の責任ある者が事務局へ提出すること。

(注 3)少年の部の強化事業に当たつては高体連専門部とも十分に協力し、より効果的な
活用を図ること。

3

対策本部 ① 内  示 ③ 交付決定 ⑤ 送  金 ⑦ 交付額確定

競技団体 ② 交付申請 ④ 交付請求 ⑥ 実績報告

交 付 申 請 実 績 報 告

提出書類

① 交付申請書 <様式第 1号>

② 事業収支予算書(総括表)

<様式第 1号の1>
◎ 事業別計画書・収支予算書

(個表)  <様 式第 1号の2>
④ 事業別助成対象者名簿

<様式第 1号の3>
⑤ 資金計画書

<様式第 1号の4>
※ 交付決定後

○ 交付請求書 <様式第3号 >

① 事業実績報告書 <様式第2号 >

② 事業収支決算書(総括表)

<様式第2号の1>
③ 事業別実施報告書・収支決算書

(個表)   <様 式第2号の2>
④ 事業別助成対象者名簿

<様式第2号の3>
⑤ 交通費受領証明書

<様式第2号の4>
⑥ 申立書   <様式第2号の5>
⑦ 支給証明書

<様式第2号の6-1、 2>
③ 領収書



Ⅲ 補助金の執行について

1 基本的事項

(1)会計帳簿

収支を明らかにするため、会計帳簿・預金通帳を必ず設けt他の経理と区分し

て適正な会計処理を行うこと。

(2)支出証拠書類

支出の根拠や支出の証拠を明らかにするため、証拠書類(支出伺(請求書、領

収書等)を整備し会計帳簿や預金通帳とともに、補助事業の完了した日の属する年

度の翌年度から5年間保存すること。

2 支出の方法

(1)指導者や選手等に直接、旅費等を支給(補助)しようとする場合

県外で公共交通機関利用の場合は領収書を、領収書が受領困難な場合(路線バ

ス。地下鉄等)は「申立書」(様式第2号の5)を、自家用車等利用の場合は交通

費受領証明書(様式第2号の4)を事業責任者または運転者、車両所有者が署名・

押印する。県内交通費や食資を個人に支給する場合は「支給証明書」(様式第2

号の6‐ 1、 2)に事業責任者・確認者が署名・押印する。

(2)請求書をもらい、後日支払う場合 :①か②のどちらかで処理する。

※物品の購入等は、一般的にこの方法を駅るのが普通である。

① 請求者に直接支払う 。,T 領収書
② 口座振替により支払う Ⅲ…・ 業者の請求書と銀行の「振込金及び送金手数料

受取書」 !

(3)遠征等の場合において、遠征費等をまとめて指導者等に渡す場合

① その金額の算出根拠、目的を記載した調書を作成し、指導者等にどういつた
ものにどの程度使つてい与,｀のかを必ず明示して渡すこと。

② 現金を受け取つた指導者等への注意事項
ア)現金は手渡された目的に沿つて使用させること。  1
イ)支払いを行う場合には、必ず明細が入つた領収書を徴収させること。|

ウ)遠征等が終了した場合には、領収書を添付のうえ速やかに精算書を各競技

団体の会計責任者に提出させること。

※報告が遅れると、!領収書等の証拠書類を紛失しやすい。
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「県競技力向上対策本部事業の対象となる経費及び

徴収すべき領収書(証拠書類等)」

※事業経費(交通費・宿泊費。事業費)間の流用は苛とする。ただし宿泊費の上限は 1・泊

lo,000聞 /人t事業費の上限は(11500円 +500円 X日数)/人が上限。
,執行残が生じた場合は追加事業を事業変吏届により事前に協議すること。

。「その他」費目が認められている競技は、「事業経費」から総事業費の2割以内の流用

は可とするも

5

書    目 言拍 明 領収書 (証拠書類等 )

交 通 費 鉄道・バス・航空機・定期航

酷の往復運賃(ただし、会場地

での交通費は除く)。

※離島以外の県内交通費は

事業費にて支給。

交通費受領証明書(自家用車 。レンタカ=等 )

領収書Q農卦 航空料金 。レンタカー等)

申立書(領収書が受領困難な公共交通機関)

宿 泊 費 上限 :10,000円 (県内外共通)

※朝食・夕食代も含む。

※宿泊費に含まれない朝、タ

の食事代については朝食800

※宿泊代と食討して上限額の

範囲内

業者の発行する領収書で

有無)が記入されたものど

例 11泊 2食(1泊素泊まり OOttX O人 等
朝食・夕食が別の場合           |
代表者がまとめて支払つた場合は領収書

個別に支給した場合は支給証明書

(様式第 2号の6-2)

事 業 費 競技特性に合わせて支給可

1,500円 +500円×日数

(例 )ボール等の消耗品

県内交通費(上限lf 000円/人 )

スポTツ安全保険費用

昼食代(上限1,000円 /人 )

会場使用料・空調代等。

・消耗品・会場使用料等

業者の発行する領収書で内訳が記入されたもの。

・県内交通費(上限往復1,000円/人)

l固別に支給した場合は支給証明書

(様式第 2号の6-1)
・昼食代 (上限1日 1,000円 /人)     ,
代表者がまとめて支払うた場合は領収書

個別に支給した場合は支給証明書

(様式第 2号の6-1)

その他

上記費目に属さないもので事

業実施上特に必要と認められた

もの。

公的機関や業者の発行する領収書で、内訳が

記入されたもの。



(事業説明資料)

(1)青森 (宮崎)国スポ強化事業

競技力向上対策本部
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令和8年度 競技力向上特別対策費補助金

特別補助事業費(青森(宮崎)国スポ強化事業)

1 目  的
国民スポァツ大会及び九州プロック大会において(選手やチームが最高のパフォー

マンスを発揮し活躍できるよう競技団体の強化練習会等を支援し、競技力向上を推奨

する。                      ―

2 事業内容
(1)青森国スポ強化事業
九州プロツク大会と本大会に向けた強化事業責を助成(～本大会まで)

(2)宮崎国スポ強化事業
次期国スポに向けた強化事業費を助成(10月末から3月初旬まで)

3対 象 者
国民スポーツ大会及び九州プロツク大会のエントリニ候補選手及び指導者

| ※助成対象者数は各事業、原則エントリー数の1.5倍まで

4 対象経費および助成内容
(1)対象経費
① 県外遠征。県内練習等に必要な経費
② ふるさと選手の出場依頼等に必要な経費
③ 講師招へい、指導者国スポ派遣に必要な経費
④ 県外在住者が強化事業に参加する際の経費 ※ふるさと招べい

(2)助成内容
① 宿泊費 上限10,1000円  (1泊 2食 )

※素泊まりの場合は朝食800円、夕食1, 600円を上限
ア)県外 :公共交通機関 低廉な公共交通機関料金
普通車 。中型車 lkm25円 ×距離(長崎市～目的地庁舎)
有料道路費(旅費基準表)

イ)県内 :支給なし(事業費としては支給可能)

※離島往復交通費は別途助成      :
※レンタカー及び借上バス等については内示額の範囲内で見積書等

の額を参考に助成(ない場合は普通車片道10,000円、中型以上
片道20,000円).
※配布資料の交通費早見表を参照

※原則、普通車 1台に対して、助成対象者が3名以上乗車すること

② 交通費
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③ 事業費
④ 'その他

⑤ 助成額

1人あたり1, 500円 +500円×日数 :

上記費日に属さないもので事業実施上特に必要と認められたもの。

上記の合計を0.9倍し、1,000円未満を切り捨てる。

5.備  考      ●            1

(1)宮崎国スポ強化事業については、青森国スポ終了後に調査を実施

(2)講師招八ぃに係る謝金は競技団体負担とする
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(別紙2■ 1)

令和8年度 青森国スポ強化事業 (指導者国スポ派遣) 推囀書

競技団体名

会 長 名

※交通費 (朗策本部規定)、 目泊環 (1日上FR KXXЮ円)、 事申資 (聾歳代1日上限ⅨXЮ硼)の助戌となります。

標建重理由・研悟肉奮lよ諄じく記入してください。

※申」用交遍機関については長備から前3がおこなわれる市町付までの変遇手段を確入してください。

記 ,喪 任 雪 G

舜 政 団 体 侵 摩

連  絡  先

Ａ
浬
謙
Ｎ
Ｉ
ュ
ｖ
誌
軸
蝶
回
渕
光
漸
耐
群
郡
珊

Ｐ
０

具 体 的 な 事 案 内 容

対象者住所
TEL

中 0町

DT目0働0零

090い OOOO-0000

試合会場・期日

―
 |マモギ7り

== |(― 備 ロー
‐。

16角れo日 ω :  |
ill―
■14日 |"

| ||(0)白 0日 )

利 用 交 通 嬰 関

勒

台

公共交通機関

公共交週観間

内 容

r音轟回スriOO競争R少年本子o選手回に

遷里姦著懸ち翌看rこ重零盗こriご y孟く
のサギI‐ 卜をおこ4う o

10月 16口 (■ )
10月 11日 (日 )
10月 12日 (月 )
1,月 13日 (火 )
Iウ月in日 (求 )

移動 調整観智鬱加
1口観∵

線 々決■

Btt「
珠瞬 移渤

推 蔦 理 由

知2■年alら長崎緊UEP糞子丁R長ヨーチと
して催続的に驚接力向と,こ構れもていう。
ロスポヘの滅とを通して、本県Oo■擦0

旨受建旨曾宅花潔F!指
騨青として

?舞写

聯 就 殻
ポエツ指導者資櫓名

蠅 日弱 Bttlラ イセンス90螂

00部盛醤

対象者氏名
(年齢・ 性 ,l)

ながさき はなこ
長崎      千辞

(

(男
歳 )

・ 0)

(

(男
歳 )

女 )

(!

く 男

歳 〉

女 )

(制)

1

2



<別紙2二 2>指導者国スポ派遣報告書

(別紙2-2)                        .

<青森国スポ強化事業 (指導者国スポ派遭) 報告吾>

名

日 皓 令和  年  月  日 ( 躍8)γ  月  日 ( 躍日)

競   技   名

会 翻

事 業 内 容

国スポを通して
E口敏に残った事など

今後の指導に

活かしたい事

長備県教奮庁体膏保健課競技方向上対策班

担当 :今媚 飲也
〒850-8570 長蠅市尾上町3-1
:LL 095=894-3413
FAX 095-394-3478     .
:E―mail lim盛珀菌 1116@割 Ю f.『憎曝無珀飩 Jg。ゎ

【送付先】



(剛紙3)

<別紙3>ふるさと招へい事業計画書

令和3年度競技力向上対策事業 〔膏森国スホ強1ヒ事業 :心、るさと選手招べい〕

事業計画E

競技団体名

事黒
EE 悶 日

事 業 名 寅彗
‐
慧 苦 交遍貴

′ム`其交憑機関 )

首造

a燭乞/(住所) 氏  名 観住断 (3道颯名・欄 付名) 膏

'導

/無偶

S/29(金 )

6/31(B〉

2治 3日

選手―

o鼠督'■甲i 票窯い六日区 V韓1∞

記

入

開

り 佐螺 郵 ― 斌 廟
申Э∞ oo

①lい阜ヨ齢 ― 岳宙阻薦 V4a340. 、ヽ有

―
t博台臨

(― 油木町7)
/

④ 六付iぬ騨 狙阿R電阿巾 マ200

/()

/()

泡  日

こⅢ

1み

ひヽ

( )

4

13

10

/(〕

/()

'8 
日

こ}

書

13

4

〔§

〔0

/()

/()

泊  日

C;

書

§

( )

奪

い０

記麟責圧音

記戦責任者

※6人以上の電合は行を追加してください。

氏 名

連争る先
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(事業説明資料)

(2)長崎ミライアスリート事業

競技力向上対策本部

13



令和8年度 長崎ミライアスリート事業

1目  的
各競技団体の中長期の強化計画に基づく提案型事業を支援し、本県スポ

エツ界の将来

を担う未来のアスリートの発掘・育成 。強化を図る。

2 事業内容
(1)発掘 。育成事業

競技の体験会・イベント (競技体験
。指導を主とし、サイン会等の交流のみを目的と

するものは対象外 )

(2)強化事業   |
県内練習会、県内合宿、県外遠征、県外合宿

(3)(1)または (2)に付随して実施する県外講師の招へい

3 対象競技
!国 民スポーツ大会正式競技
(注)少年種別が設けられていない競技の取扱は5(1)③を参照

4 対象者            :
(1)県内在住の小学生、中学生、高校生

(2)競技団体が必要と認めた指導者 (引率者は対象外)

(3)保護者の承諾を得た者

5 助成内容
予算の範囲内において、下記の内容について助成を行う。      i
(1)助成額上限
′
① 8・ 5倍点競技 800, 000円
② 3・ 1倍点競技 600, 000円
③少年種別がない競技 (普及 。発掘事業に限る)15'07000円
(2)対象経費

①交通費 :長崎から目的地の往復交通費 ※県内交通費は事業費で支出可能。
②宿泊費 :1泊上限10, 000円 (朝食費。夕食費含む)
③事業費 :1,500円 +500円×日数
(3)講師招へいに係る経費      下
県外講師の交通費、宿泊費、事業費を対象とする。講師謝金は対象外 (競技団

体負担)

(4)発掘・育成事業の経費特例
―
  競技団体が主催する発掘・育成事業の会場費のみ対象とする。
(注)講師招へいを伴う場合は (3)も併用可。

14



(5)助成額は、対象経費の9割とし、千円未満は切り捨てると

6 申請 `提出書類
(1)提出書類      :
①事業計画書 (様式第1号 )
: 
②事業別計画書・収支予算書 (個表)(様式第1号の 2)

7そ の 他
(1)選考
各競技団体の計画書等を参考に選考を行い、決定次第、競技団体長あて決定通知

を送付する。

(2)交付委手続き
「長崎県競技力向上対策本部補助金交付規程」により、交付申請、交付請求、実績

報告 (事業終了後30日以内)を行うこと。

(3)重複受給
当該選手に係る国スポ強化事業、オリンピツクアスリート等強化事業との重複は

認めない。また、同下期間。同一内容の事業に係る他補助金との重複受給は認めな

い 。                                    )

(4)学事配慮
原則として、学校休業日に実施する。授業日に実施する場合は校長の承認を得る

こと。

15



8長 競 対 第 7号
令不日8年 4月 10日

各競技団体長 様

長崎県競技力向上対策本部

事務局長 岡 崎 天 ―
(公 印 省 略 )

令和 8年度 長崎県競技力向上特別対策費補助金 [世界の舞台へ羽ばたく選手の育成事業費
:長崎ミライアスリー ト事業]に係る派遣事業計画について (依頼)

陽春の候 貴団体におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
また、日ごろから本県スポ‐ツの振興 。発展にご尽力いただき、誠にありがとうございます1

さて、本県スポーツ界の次世代を担うジュニア選手の育成において各競技団体の中。長期的な

強化計画に基づいた提案型事業を支援し、本県スポーツ界の将来を担う未来アスリ‐ 卜の発掘、

育成、強化を図る目的で標記事業を実施します。

つきましては、担当者と調整のうえ、下記により事業計画書の提出をよろしぐお願いします。

記

1事 業 名 令和 8年度長崎県競技力向上特別対策費補助金

[世界の舞台へ羽ばたく選手の育成事業費 :長崎ミライアスリート事業]

2 内  容 (1)発掘・育成事業 :競技の体験会・イベント

(競技体験 。指導を主とし、サイン会等の交流のみを目的とするも

のは対象外 )

(2)強化事業 :県内練習会、県内合宿、県外遠征、県外合宿

(3)(1)ま たは (2)に付随して実施する県外講師の招今い

3 提出書類 事業計画書 (様式 1)

(長崎県教育庁体育保健課のホームページからダウンロードできます。)

4 提出期 日   令和 8年 5月 7日 (木 )

5 提出方法   公印省略に伴い、メールまたは FAXでも可

〒850-8570
長崎市尾上町 3番 1号 長崎県教育庁体育保健課内
長崎県競技力向上対策本部事務局 担当 :中里 圭輔
TEL 095-894-3413
FAX 095-894-3478
E一mail  k.nakazatoOpref.nagasaki.1意 .jp

6提 出 先

16



(様式1)

令和8年度 長崎ミライアスリート事業 事業計画書
競技団体名

提出期限 :令和 8年5月7日 (木 )

記 朝 責 任 者

役 贈

連 4各 先

Ｐ
司

具 体 的 な 事 業 内 容

※ 優先度の高し ご記入ください。

※「利用交通機関」欄は、空菌

「

行て有禁を選択してください。

※ 自家用車・レンタカ
=利
用の場合は公景李猛構閣「筆I募翌摂し、「自家用車・レンタカー」及び「普通車 `中

型車」をドロップダウンリストから選択し、台数を入力してください。
※ レンタカー及び借上バス等については計画書と一緒に見積醤等を添付してください。内示の参考にします。

添付されていない場合、レンタカーのは別途使用料上限片道10,O O Otti(普 通車)中型車以上lよ上限片道20,OOO円とします。
※「人数」欄は、ヽエントリー数ではなく実際に参触lする人数を記入してください。

※「事業名」汗Bは、プルダウンから選択してください。諸師招へいに関しては、講師の現住所 (〇〇県OO市)を応すご記入ください。
※「実施期日」欄は、年内の日付は「5/1」 のように入力してください。                                |
※行や列の挿入削除、セルの結合等の書式の変軍はしないてください。                    |

O台

O台

1台

O台

有

O台

O台

O台

O台

O台

O台

O台

O台

O台

O台

無

中型車

公共交通機関

公共交通機関

公共交通機関

公共交通機関

利用交通機関

公共交通機関

自家周車

公共交通機関

公共交通機関

人数

12

1

対象種日u

指 導 者

少年男子

少年女子

指 導 者

少年男子

少年女子

※講師現住所

※講師現住所

※講師現住所

※講師現住所 :

実施場 P折 (県・市町名)

OO市総合体育館

(OOttOO市)

※講師現住所 |

長崎県立総合体育館

(長崎県長崎市)

※講師現住所 :〇〇県〇〇市

※講師現住所

)(

)(

実施期日

8月 1日 (a

～ 18月 3日 (クよl

(2泊 3日 )

12月5日 (金l

～ 12月 7日 (日 )

( 2'自 3日 |)

)(

事業の目的及ぴ跡要性

OO県選抜)とムとの練聖試含を行い、戦術の確
認や大会に向けた意思の統一を図り、国民スポi
ツ大会に向けて、個人及びチエムの競技力向上を
目指す。             i    t

O①県からジュエアクラプ大会の全国大会で優勝

レ
し兵煽譴 憂8暫雪奄怪電往!増汎娼霊
が指導方法を学ぶ。         

｀

事業名

県外遠征

講師招へい

1

2

3

4

5

先
位
優
順

例

例



(別紙1)

令和8年度 長崎ミライアスリマト事業 (講師招へしヽ) 推薦書

競技団体名

会 長 名

盟 競 責 任 者 名

競 技 団 体 役 職

連  絡  先

Ｐ
∞

具 体 的 な 事 業 内 容

今加種別・人数

少男・少女

国スボスタッフ

30人

招へい者住所

〒OOO―OOOO

東京都OOttOO

OTtt OttO号

090-OOOO― OOOO

(住所 )
日

長崎県立総合体育館

(長崎市油木町卜1)

7月  9日 (金 )

～ 11日 (日 )

(2泊 3日 )

利 用 交 通 機 関

∞

公共交五機関

公共交盪機園

台

公共交通機関

公共交通機関

台

推薦理由・事業内容 (※日程含む)

く経爾理日>
長年、日本代表コーチを歴任
は監督を務めた トップ指導者て
く事業肉害>
日本代表監督として東京オリ
を成し送げている長崎氏を招ヘ

アップを図る。

し、稟京オリンピックで
ある。

し守優騰
レベル

ンピックに今加
いし、指導者の

7月  9日 (`金)移動
夕月 10日 (■ )ロスポ選手への指導・研修会
7月 11日 (日 )ロスポ選手への指導・研修会

指導 (競技)実績

20204～ 20213 男子日本代表監督   ―

※東京オ リンピックに監督として出場

主な指導選手

◆OO 00(東 京オリンピック 優勝 2連覇 )

◆OO、 OO(東 京オ リンピック 第3位 )

所属先・役職
(勤務先)

OOOO

監督

招へい者氏名
(年齢・区分 ,性別)

ながさき いちろう

長崎 =郎

(△歳・電効選 )

(○ ・女 )

( 歳・指 選 )

(男  ・ 女 )

( 歳・指 退 )

(男 ・ 女 )

( 歳・指 遇 )

(男 ・ 女 )

( 虚・招 選 )

(男 ・ 女 )

(例 )

1

2

3

4

※交通費 (対策本部規定 )、 宿泊貴 (1泊 2食上順1は文Ю円)、 事業資 (昼食代1日 上限1,000円)の駒成となります。

※推薦理由・ 事業内容はできる限り辞しく記入してください。

※利用登騒機関については招へい者住所 (都道府県)から長鯰までの交通手段を記入してください。



(事業説明資料)

(3)心、るさと選手招へい事業

競技力向上対策本部
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令和 8年度 ふるさと選手招へい事業

1 目  的
競技団体が実施する強化事業や選手選考会に「′き、るさと選手登録」をした選手が参

加することを支援し、国民スポーツ大会に向けての成年種別の競技力向上を図る。

2 事業内容
競技団体が実施する強化事業や選手選考会等に「ふるさこ選手登録」を行つた選手

が帰崎する際の交通費を助成するb

3 対象者
原則として本県I耳「′Sヽるさと選手登録」を行つた成年選手で、プロツク大会・本

1 大会に出場する選手。 i

※各種別のエントリー数を上限とする
「  :

4 助成内容
対象成年選手の居住地から県内目的地までの往復交通費。

5 助成回数
対象者 上限 2回

※ブロツク敗退後の事業は不可とする

6 提出書類  対象競技団体は、事業計画書(月U紙様式)を作成し提出する。
分類 締切日

1次締切
5月 29日 (金 )
又は、事業実施日の2週間前のいずれか早い方

2次締切
9月 7日 (月 )

又は、事業実施日の2週間前のいずれか早い方

7そ の 他
(1) を行い、決定次第、競技団体長あて決定通知を送

付する。

(2)「長崎県競技力向上対策本部補助金交付規程」により、申請及び実績報告(事業終

1了後30日以内)を行うこと。  .
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8長 競 対 第 3号
令和 8年 4月 10日

各競技団体長 様

長崎県競技力向上対策本部

事務局長 岡 崎 天 〒
.   (公 印省略)

令不口8年度長崎県競技力向上特別対策費補助金

[国スポ強化事業 :ふるさと選手招へい事業]に係る事業計画について (依頼)

陽春の候 貴団体におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
また、日ごろから本県スポーツの振興 1発展にご尽力いただき、誠にありがとうござぃます。

さて、第80回 (冬季は第81回)国民スポ
エツ大会において成年種別の競技力向上を図るた

めに標記事業を別添実施要項に「より実施します。

つきましては、下記により『事業計画書』を提出していただきますようよろしくお願いします。

記

1事 業 名 令和 8年度長崎県競技力向上特別対策費補助金

[国スポ強化事業 :ふるさと選手招へい事業]

2 内  容 第80回 (冬季は第81回)国民スポ■ツ大会において競技団体が実施
する強化事業や選手選考会等に、「ふるさと選手登録」を行うた選手が帰

崎する際の交通費を助成する。

3 提出書類 別紙様式「事業計画書」

(長崎県教育庁体育保健課ホームページからダウンロ
とドできます。)

※エントリー数の 1.5倍を上限とする。

4 提出期日 1次締切 :5月 29日又はヽ事業実施日の2週間前のいずれか早い方
2殊締切 :9月  7日又lよ、事業実施日の2週間前のいずれか早い方

5

6 提 出 先

提出方法   公印省略に伴い、メールまたはFAXでも可

T850-8570
長崎市尾上町3番 1号 長崎県教育庁体育保健課内       i
長崎県競技力向上対策本部 事務局 担当 :鳥巣 晋
TEL 095r894-3413 FAX 095T894-3478
E=Mait s― torisuOpref.nagasaki.[g.,p
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<別紙様式>

令和8年度競技力向上対策事業[国スポ強化事業:ふるさと選手招へい事業]

i事業計画書     ~

競技団体名

記 載 責 任 者 氏 名

記載責任者 連絡先

名

名属

氏

所

招へい事業 招へい回
数

期   日 事  業  名 場所

1

( )

①

②

2
( )

O

②

)

0

②

4
( )

O

②

5
( )

①

②

6
)

①

②

7
( )

①

②

8
( )

O

②
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(事業説明資料)

(4)指導者育成県外派遣事業

競技力向上対策本部
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令和8年度 指導者育成県外派遣事業

1 目 「 的
国民スポーツ大会 (以下国スポ)に向けた各競技団体の指導体制を充実させるため、

県外へ指導者を派遣し、その資質向上を図る。

2 事業内容
以下の事業の派遣に必要な経費を助成する。         :    |
(1)強蒙県の競技団体やクラブチーム等への派遣研修   :
(2)成長期に起こりやすいスポーツ障害や女性アスリート特有の課題、メンタルトレ

ーニングなどのスポーツ医・科学に関す―る研修会

(3)国スポ監督資格取得のための研修

(4)その他、特に必要と認められる研修

3 対象競技・対象者  I
国スポ正式競技とする。     .              

｀

(1う競技団体推薦の国スポ監督・強化担当者またはジュニア強化担当者。

将来的に各競技団体の強化の主軸となる若手指導者。

(2)その他、特に必要と認められる指導者。        「

4 助成内容(基準額)
(1)交通費 :長崎から会場市町の往復交通費

(2)宿泊費 :1泊上限10,000円 (朝食費・夕食費含0)
(3)各競技団体、上限50,000円 とする。

5 提出書類  :
(1)競技団体は「推薦書(様式 1)」 を作成し、提出する。       :
(2)研修会等に参加する際は実施要項等、研修内容が分かるものを提出する。

(3)事業終了後、報告書を提出する。           ,

6 その他
(1)各透技団体の推薦書等を参考に選考を行い、決定次第、競技団体長あて決定通知

を送付する。 |

(2)「長崎県競技力向上対策本部補助金交付規程」により、交付申請、交付請求、実績

報告(事業終了後30日以内近を行つこと。
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8長 競 対 第 2号
`令和 8年 4月 10日

関係競技団体長
「
様

長崎県競技力向上対策本部

事務局長 岡 時 天 二

(公印省略)

令和 8年度長崎県競技力向上特別対策費補助金 [世界の舞台に羽ばたく選手の

育成事業 :指導者育成県外派遣事業]に係る対象者の推薦について (依頼)

陽春の候 貴団体におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
また、日ごろから本県スポィツの振興・発展にご尽力いただき、心から感謝申し4げます。   :
さて(本県の更なる競技力向上を目指すために、指導者の資質向上を図ることを目的として、

本事業を実施します。 i f

貴競技団体におかれましては、本趣旨をご理解いただき、下記により推薦調書の提出をよろしく

お願いします。   i

1事 業 名 令和8年度長崎県競技力向上特別対策費補助金

[世界の舞台に羽ばたく選手の育成事業 :指導者育成県外派遣事業]

2 内  容 本県の更なる競技力向上を目指し、指導者の資質向上を図るため、指導者

を強豪県の競技団体やクラブチエム等今派遣する研修、スポーン医・科学

に関する研修、国スポ監督資格取得のための研修等の経費について助成を

行う。                |

3 提出書類 推薦調書 (様式 1)

(長崎県教育庁体育保健課のホ▼ムページからダウンロエドできます。)

4 提出期日   令和 8年 5月 8日 (金 )

5 提出方法   公印省略に伴セヽ、メ:―ル又はFAXでも可

〒850-8570 長崎市尾上町3番 1号 長崎県教育庁体育保健課内
長崎県競技力向上対策本部事務局 担当 :本水 征史
TEL 095-894-3413

FAX 095二 894T3478

E…M五l ohmizu@preinagas誼.lgjp
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Ю
６

(様式1)

令和8年度 指導者育成県外派遣事業 推薦書

競技団体名

会 長 名

※交通費 (対策本部規定)、 宿泊費 (1日上限¶αШ 円、原則2,自3日まで)、 事業資 (盾〔食代1日上限部XЮ円)の動成となります。

※推薦理由・研修内容は詳しく記入してください。

※利用交通機日目については長崎から実施都道府県までの交通手段を口E入してください。

盟 載 責 任 者 名

競 技 団 体 役 聯

連  絡  先

具 体 的 な 事 業 内 容

対象者住所
TEL

〒O00-OOOO

長崎県長崎市OO町

OTtt OttO号

090-OOOO― OOOO

実施場所
実施期日

東京目立競技場

(東京都新宿区覆ヶ丘町1卜1)

10月 10日 (金 )
｀ 12日 (日 )

(2泊 3日 )

利 用 交 通 機 関

中

台

公共交通機関

台

公共交通機関

研 修 内 容

中央競技団体が主催するOO研拶会に夢,日
し、ジュニア期の指導方法(栄養画、メンタ
ル面について研修を深めるとまた、強豪校の
OO高校の トレーニングを視寮し、今後の指
導に役立てる。

10月

10月

10月

10
11

12

日 (金)移動
日 (■)東京都一貫指導の研修会
日 (日 )O高機のトレーニング視寮

推 薦 理 由

2015年から国体少女の五晉として羅編的に
競技力向上に携わつている。今後も本県OO

憲養宴高登奢目9をよF指
導者としての夏な

取得済みの公認ス
ポーツ指導者資格名

公露指導都 級ライセンス

勤務先
役職

OO高校教納

国体少女監督

対象者
(年齢・
氏名
惟別)

ながさき はなこ

長崎 花子

歳 )

男 ・ ♂め )

男

歳

女

)

)

男

歳

女

(例 )

1

2



氏 名

日き 令和 年 月 日 (曜 日)～ 月 日 (日程日)

競   技   名

,△ .

不 揚

研 修
.内
容

研修を通して
印象に残つた
事  な  ど

後
か
◆
活
の指導に
したい事

<指導者育成県外派遣事業 報告書>

【送付先】

長崎県教育庁体育保健課競技力向上対策班
担当 :太水 征史
〒850-8570 長崎市雇上町3〒 1
TELi 095r894-3413
FAXi 095-894-3478
Errnan i Ohhizu◎ pref.nagasaki.ig.jp
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(夢業説明資料)

(5)企業 。大学チーム強化助成事業

競技力向上対策本部
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2

令和8年度 企業・大学チTム強化助成事業

1 目  的
国民スポーツ大会及び全日本実業団対抗駅伝で中心となる、県内チーム(企業・大

学)の支援を行い、本県成年選手の競技力の向上を図る。

事業内容      :
県内チィム(企業 `大学)を指定し、強化費の助成を行う。

3 対象チ=ム
,(1)国民スポィツ大会での活躍が期待できる企業・大学チーム

(2)全日本実業国対抗駅伝大会において入賞や活躍が期待できる企業チ■ム

(3)国民スポーツ大会正式競技の3倍点・5倍点・8倍点競技のチーム

(4)国民スポーツ大会の主力選手が在籍するチーム

4 助成内容
(1)強化事業に対して対策本部が必要と認める経費(交通費・宿泊費等)の助成を行う。

(2)備品の購入はできない。

(3)ユニウオニムや競技用具などのチィム所有となる消耗品は補助対象外とする。

ただし(テーピング・サプリメントなどの強化事業内で消耗する物品は補助対象と

する。

5そ の 他
(1)「長崎県競技力向上対策本部補助金交付規程」により、各チームで申請および実績

報告(事業終了後30日以内)を行うことb
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令和 8年度 企業 。大学チーム強イヒ助成事業  対象一覧

(1)全日本実業団対抗駅伝強化指定

No. 競技筈 企 業チ▼ム名

1 陸上競技 三菱重工マ フ ツ ン部

2 陸上競技 十八親不□銀行女子陸上部

2

(2)企業・大学チーム指定

23

No. 競技名 ネ主会人チ‐ム名 大学チーム名

1 サッカィ 活水女子大学サッカ‐部

2 バレiボエル 長崎国際大学女子バレー部

3 ソフトテニス 十八親不□銀行ソフトテ三ス部

4 軟式野球 株式会社十ノヽ親不□銀行

5 銃剣道 第16普通科連隊
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(事業説明資料)

(6)オリンピックアスリート等特別強イL事業

競技力向上対策本音8
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令和8年度 オリンピツクアスリート等特別強化事業

(1)強化選手指定事業

1 目  的
オリンピックアスリート等の輩出に向けて、各カテゴリー日本代表選手及び県内の

中学 。高校生で、活躍が期待できる者の支援を行うことにより、更なる競技力の向上

を図る。

2 事業内容   :
選手を指定し、必要な経費の助成を行う。

3対 象 者
(1)県内在住者、長崎県内を活動拠点とする県外在住者または本県ふるさと選手登録者

で、長崎県競技力向上対策本部長が指定する中学生以上の者

(2)原則、公益財団法人長崎県スポーツ協会加盟競技団体に所属する者

①S強化選手
オリンピツク、世界選手権、アジア競技大会等の日本代表選手

②A強化選手      |
ナショナルチーム(強化選手)、 ジュニア、ユース、u年齢等の日本代表選手

③強化選手 ※原則、個人競技を対象とする
国内主要大会で前年度から上位入賞(ベスト8以上)の実績がある中学。高校生

(3)その他、競技力向上対策本部長が認める者

4 助成内容
(1)対象経費の実費額の定額。

※上限額 :S強化選手60万円、A強化選手24万円、強化選手12万円
(2)遠征等における個人負担金(交通費、宿泊費t事業費等)を指定選手及び帯同指導
者・帯同選手に助成する。

(3)備品の購入はできない。     ' 
｀

(4)消耗品については、原則1事業で使いきるものとする(テービング(サプリメント

等)。 ンユーズ、ウェァ等の個人所有となる物品については、補助対象外とする。

5そ の_他
(1)各競技者の実績等を考慮のうえ選考を行い指定すると

(2)「長崎県競技力向上対策本部補助金交付規程」により、申請および実績報告(事業終

了後30日以内)を行うこと。
(3)他の長崎県競技力向上対策本部補助金と重複して助成することができない。

(4)原則t当該年度の12月までに、新たに各カテゴリーの日本代表になつた者や権威
ある全国大会(全日本中学、JOC大会、全国高校総体、国民スポーツ大会等)でベ
スト8以上の中学 1高校生について、予算の範囲内で追加指定する。
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令和8年度 オリンピックアスリート等特別強化事業 指定選手一覧
5名 )

R■ 14名

R孔 65名 (年度当初 35名 )

日現在

競技名 覆目名 ' カテゴリー 氏  名 所 E名 令和7・ 8年度日本代表等実績

1 陸 上 マラツン 一般 近藤 売太 三菱重工 2025世界陸上競技選手権大会 県内

2 陸上 10000m 一般 廣中 璃梨佳 ユニクロ 2025世界陸上競技選手権大会 6位 ふるさと

3 陸 上 マラツン
=艘
山下 一員 三菱重エ 2026アジア競技大会 県内

4 レスリング 65kg級 一般 吉武 まひろ 島願高校定時制 (熱 ) 2025U29世界選手権六
会3位 県内

5 レスリング 55監級 一般 小川 大和 日本体青大学2年
2025全 日本選手拒六会1 さヽるさと

6 空手 組手重置級 一般 山内 健太自日 亀施会
WKF空子1シリーズA

'S、

るさと

7 ポウリング 一般 福満 亮 西肥ンルバーボウル 2025全日本ナショナルメンパー 県内

競技名 覆目名 カテゴリー 獨  名 所 属 1名 令和7・ 8年度日本代表等実績

1 陸上 2∞m 植松 康太 中央大学3年
RSuワ ールドユニパーンティグームズ2025 愚るさど

2 サッカー U15 村上 悠剛 V・ フテーレン震崎u18 EAFF U-1 5 Charnpbnship 2025 県内

3 ホッケー MF U13 黒崎 みちる 天理大学1年
2025υ 18ユース日本代表・日構交流大会

IS、るさと

4 ホッケー DF U18 志方 瞬 川棚高校3年 2026U18ユース日本代表 県内

5 アヽレーボール U16 土井 颯太 大村工業高校1年 U16男子アジア選手権大会 県内

6 6猾噂級 田中 彗封 九州国際大学1年 2026日韓中交昴六宏 日本に豪軒 OFDl造苗国Bスポーツ大会1位
tSヽるさと

7 アヽトミントン シングルス U19 増田 大輝 壇浦高校3年
第54口全国高等学校選抜パドミントン大会3位 県内

8 ライフル射撃 AP シュニア 内団 買 同商社大学3年 ワールドカップジュエア大会 (ズール)
`Ⅲ

るさと

9 ライフル鋼事 AP ユース 六浦 泰正 太村高校3年
」∝ ジュニフオリンピックカツプ2位 県内

10 トライフ
'ス
ロン U15 目永 結衣 長崎西高校1年 アツフトライアスロンユースU15選手権大会 県内

賊 名 種目名 カテゴリー 氏  名 所 属 名 脩 中 。高

1 陸上 円盤投げ 渕上 琥鉄 長崎日本大学高校3年 」∝ 第19□U18陸上競技大会5位 高

2 陸上 吉永 優衣 長 l感日本大学高校3年 」∝ 第19回υ18陸上競技大会
5位

高

3 陸上 砲丸投げ 馬場 理沙 口加高被2年 」∝ 第19口∪16陸上競技大会4位 高

4 陸上 長距離 本田 佳穂 長Lg商業高校2年 第41回U20B本陸上競技選手権大会クロスカントリー競走4位 高

5 陸上 四租競技 上田 菜緒 長崎西高校 1年 第52回全日本中学陸上競技選手権大会3位 高

6 テニス 山高 lb慎 佐世保東翔高校3年 」∝ 第46回全日本ジュニア選振室内テニス選手権大会8位 高

7 テ三ス 山高 心豊 中里中学校3年 U15全国選抜ジi三フテエス選手植大会ベストg 中

8 ローイング シングルスカル 稲田 沙ス良 大村研南高校3年 略37回全国高等学校選抜ローイング大会母位 高

9 ローイング ダフルスカル 瓢 佳音 大村高校3年 略37回全国高等学校選抜ローイング太宏8位 高

lC 口とイング ダブルスカル 員崎 那雪 六村高校3年 第37回全国高警学校選旗ローイング大舘 位 高

11 ポクシング 48kg級 山本 純愛 世知原中学校3年 第5口全日本U」フレッシュポクシング大会1位 中

12 体操 平均台 上近 茶綺 理和女学院中学校2年 おS6口R7全国中学校体育大会4位 中

13 レスリング 48kg級 小川 光 島原高校3年 202劇∝ 全日本レスリング選手程大会U17・ 5位 高

14 レスリング 48kg級 演崎 康太自日 島原高校3年 2025」OC全日本レスリング選手権大会U17・ 3位 高

15 レスリング 92kg級 本多 洸太 島原高校3年 第41包全国高校グレコローマン選手種本会6位 高

16 レスリング 60kg漁及 綿谷 湊斗 島原高校3年 第79回滋賀国民ネポーツ大会5位 高

17 レスリング 11 0kgl卜段 告田 信太 島原工業高校2年
202臥 10C全日本レスリング選手権大会U17・ 2位 高

18 レスリング 68kg級 馬場 奎人 島原工業高校1年 姉16回全国中学選顔∪15レスリング選手棺大会3位 高

19 レスリング 44kg級 演崎 大智 島原工業高校1年 第16□全国中学週抜り15レスリング選手権大会5位 高

20 レスリング 75kg級 大町 倫太良B 北有馬中学校3年 第16団全国中:F遇振υ15レ
スリング選手種六含5正を 中

21 60k誕 級 早田 蓮太aB 諫早霞業高校3年 R7第41回全国高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会5位 高

22 60kg超級 藤井 遥斗 西彼農業高校3年 R7第41回全国高等学校ウエイトリフテイング競技選抜大会6位 高

23 76鼈超級 森 t菜実 西彼農業高校3年 高

24 自転車 スプリント 堤 ひなた 鹿町工業高校3年 令和7年度全国高磐学校選振自転車競技大会3位 高

25 柔道 63kgll段 深江 礼華 長崎明誠高校3年 R7第48箇全国高馨学機菜遭選手種大会5位 高

26 乗道 66螂 平井 隆輝 長崎日本大学高校2鮮 全B本ジュ
ニア体H列選手種六

=2ロR7● 面高0学後協合体菅大会6位 高

27 柔道 66角」眼 草野 彗 長崎南山高校1年 R7全国中学校体青大会 5位 高

28 フェンシング エ ペ ミル 想妃亜 諌早高校3年 R7全国高馨学校鶴合体育大会7位 高

29 アヽドミントン ダブルス 井上 莉桜 嚢浦高校3年 第54回全国高等学校選抜パトミントン大会3位 高

′ヽドミントン ダブルス 斎藤 優楽 壇滴高校3年 第54回全国高等学校選抜バトミントツ大会5位 高

31 プヽドミントン ダブルス 横田 究人 嚢蒲高校3年 第54回全国高等学校選旗バドミントン大会3位 高

32 ライフルB」撃 ピストリレ 永田 渉悟 長崎北高校3年 第79回国民スポーツ大会1位 高

33 ライフル射撃 ピスト,レ 松尾 蒔乃巣 長崎南高校3年 翁和7年度」∝ ジュニアオリンピックカップ3位 高

34 ライフル鋼撃 ライフル 脅本 璃乃 長崎北高校1年 第79回国民スポーツ大会BR 2位 高

35 ライフル期撃 ピストル 島田 藍 長崎北高校 1年 第13回全日本小中学生スポーツ射撃選手檀大会即・ 8Pl位 高

86 ライフ,レBI」撃 ライフル 中田 結菜 長崎東高校 1年 第13日全日本小中学生スポーツ塩l撃選手権大会BRl位 高

37 ライフルBi】撃 ライフル 相川 京大朗 県立長隠東中学校3年 第13回全B本小中学生スポーツ射B選手檀大会BR2位

38 ライフル期撃 ライフル 福島 春司 環立長崎東中学校3年 第13回全日本」ヽ中学生スポーツ身J彗選手権大会BR3位 中

39 ライフルユ」撃 ピストル 松本 遥太 県立長鶴東中学校3年 第13日全日本小中学生スポーツ射撃選手権大会8Pl位 中

40 なぎなた 田川 優心 松溝高校3年 R7全国高等学校なぎなた選抜大会1位 高

41 なぎなた 康は点無し 梶原 愛 I圏 松浦高校3年 R7全国高等学校鶴合体育大会5位 高
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(事業説明資料)

(7)ト レーナー派遣事業

競技力向上対策本部

34



令和8年度 トレニナニ派遣事業

1 目  的
第30回国民スポーツ大会、第81回国民スポーツ大会冬季大会及び第46回九州ブ
ロッタ大会においてて選手が最高の状態お競技するための体調管理やメンタルサポ■ト

に対応することを目的に帯同トレーナーを派遣する。

2内  容
(1)試合において選手が最高のパフォニマンスを発揮できるよう、テービングやマッサ

ニジ等によリケガの予防に努めるとともに、試合中のケガに対する応急処置を行い、

速やかに競技復帰が図れるようにする。

(2)大会期間中の選手の水分摂取や栄養面等コンデイシヨンの維持・管理およびメンタ

ルサポートを行う。

(3)その他、競技力向上に係わるサポートを行うち    ,      :

3 派遣基準
原則として、各競技 1名とする。ただし、強化区分「A」、「B」 については2名まで

可 (1種月ul名 )とする。

強化区分

「A」

□―イング・ソフトボール・パドミントン・ライフル射撃・剣道・

ラグビーフウトボール・銃剣道。ボウリング(3競技)

強化区分

「̀ B」 !

陸上・ホウケー・バレーボール・レスリング・ウエイトリフテイ́ング・

相撲 。馬術 `弓道・カヌー・アTチェリー・空手道・ゴルフ(12競技)

4 派遣期間        i              !
原則として、競技開始日の前日から競技終了日までとする。

※総合開会式に参加する場合は、その前日からとする。

5 派遣場所      
―

(1)国民スポ■ツ大会…青森県内各市町、山梨県     i
(2)国民スポニツ大会冬季大会…岩手県、岐阜県、山梨県、神奈川県

―

(3)九州ブロツク大会…鹿児島県内各市町(鹿児島県、熊本県、佐窯県、福岡県)

6 派遣費等    ｀

(1)交通費・宿泊費については、監督 。選手と同様に県スポーツ協会が支出する。

(2)謝金について                 '   .
①国民スポーツ大会…県体育保健課から支出する。

②九州ブロツク大会…各競技団体の負担とする。

※詳細については、派遣者決定後に連絡します。、

(3)処置に係る率吊代等そ′の他9経費は、各競技団体負担とする。35



そ の 他      :    (         ｀

(1)申請書(様式1)を県体育保健課へ提出すること。申請書を考慮のうえ選考を行い、

決定次第、競技団体長あて決定通知を送付する。

(2)各大会終了後、2週間以内に報告書(様式2)を県体育保健課あて提出すること。
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8教 体 第 1号

令和 8年 4月 1日

関係競技団体長 様

長崎県教育庁体育保健課

課長  川端 利行
(公 印 省 略)

令和 8年度 九州ブロツク大会及び国民スポーツ大会 「トレーナー派遣事業」について

平素から本県体育・スポインの振興にご尽力いただき感謝申し上げます。

さて、九州ブロック大会及び国民スポーツ大会において、選手が最高の状態で競技す

るための体調管理やメディカルサポ‐ 卜を目的に、本年度も標記事業を実施します。

つきましては、各競技団体で帯同トレーナーの派遣を希望される場合は、別添要項に

より申請書 (様式 1)の提出をお願いします。          「

なお、事業の実施に際しては体育保健課にて決定した トレーナーを派遣することを申

し添えます。        |

記

1 提出メ』限  令れ8年 6角 4日 (木 )

2提 出 先 〒 850-8570
長崎市尾上町 3-1    !
長崎県教育庁体育保健課長あて

3 提出方法  メールまたはFAX

4備  考 第 80国民スポーツ大会(第 81回国民スポージ大会冬季大会及び

九州ブロジク大会冬季大会の申請にうきましては、別途発送いたします。

【担当者】

競技力向上対策班   中里 圭輔
TEL   095工 894-3413  FAX 095-894-3478

E一mail  k.nak9zatoOprefi nagasaki.lgo jp
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(様式 1)

令和8年度 九州ブロック大会 トレィナー派遣 申請書

長崎県教育庁体育保健課長

川 端 利 行 様
競技団体名

第46回九州ブロック大会        競技のトレーナーとして下記の者を申請しますと

記

ふ り が な

氏   名

性    月」 男 女 年   齢 歳

対 象 種 別

勤 務 i先

勤務先住所 TEL

自 宅 住 所

T

TEL

活 動 実 績

申 請 理 由

トレーサーに関する資格 (

【日と頁の競技団体との関わりや競技特性など、申請トレーナーでな らなし

ください】

提出締切日 :6月 4日 (木)

送付先 :〒 850-8570 長崎市尾上町3-1
県教育庁体育保健課  中里 圭輔  あて
メールアドレ不k.nakazatO@pre44竜 asakl.lgjp

FAX番  号:095‐894‐ 3478

会 長 名
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(様式 2)

<第46回九州ブロック大会 トレーナー派遣報告書>

氏    名

滞 在 期 間 年 月 日 (B窪 日)～ 月 日 (曜 日)

大会派遣期間
年   月   日 (  曜日)～   月   日 (  曜日)

※大会派遣期間とは競技開始日の前日から本県チエム競技終了日のことです。

競技名・種別

会    場

活 動 内 容

特 記 事 項

※帯同トレーナ▼を行つての総合的な気付き・次年度への課題 等

送付先 :〒850-8570 長崎市F毛上町3-1
県教育庁体育保健課  中里 圭輔  あて
:メ ールアドレスk.皿kaZato@preinagas誼 .18jp

FAX番 号:095‐ 894‐ 3478
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担当者
(担当数)

担 当 者
専PB種目

担当競技団体筈

体
育
保
健
課
　
難肌
技
力
向
上
対
策
班

稲 本
(0)
レスリンク

S

土 山

(4)
ハ
゛
レニホ
S―
ル メヾレ▼ボィル・ ボクシング ・ 軟式野球 :なぎなた

浜 □
(1)

ゴルフ

鳥 巣
(7)

陸 上 陸上
・ レスリング・ セーリング `ハンドボール

カヌー・ クレー射撃・ トライアスロン

濱 □
(7)

剣 道
剣道■ ホッケー ・ ライフル射撃 iウェンシング
ソフトボール・ メヾドミントン・ 銃剣道

大 水

(7)

ラク
゛
ヒ―゙

フ)トホ|マル

.バスケットボ‐ル・ テエス `□―イング・ 体操
ソフトテニス と

!卓
球 ・ 空手道

◆ 崎
(7)

ラグビ
フットホ―゙ル

ラグビーフットボエル `サッカー・ ウエイトリフテイング
自転車・ 相撲 ,馬術・ ボウリング

中 里
(8)

柔 道 柔道
・ 水泳・ 弓道 ,スポーツクライミング   :
ターチェリ∵ |スケート・ アイスホツケ▼ |スキー

令不日8年度 競技担当者下覧

長崎県教育庁体育保健課競技力向上対策班

(長崎県競技力向上対策本部事務局)

送付先
〒850■ 8570 .
長崎市F毛上町3番 1号

TEL  095-894-34i13
FAX  095-894二 3478
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各事業申請期限等■覧

※各事業の報告は、最終事業後 30日以内の報告完了を厳守願います。

提出先 :〒 850-8570 長崎市尾上町 3番 1号 県教育庁体育保健課 競技力向上対策班内
長崎県競技力向上対策本部事務局

卜
Ｐ

備   考

対策本部補助金は事業に係る金額の9割以下かつ1,00o円未満切り捨て額が各事業の上限

講師招へい 1指導者国スポ派遣には申請時に推薦書を添付

指導者国スポ派遣には報告時に報告書を添付

iS、るさと選手招へいには申請時に事業計画書を添付

対策本部補助金は事業に係る金額の 9割以下かつと,000円未満切り捨て額が各事業の上限

講師招⌒いには申請時に推薦書を添付

実際に出場した選手のみ補助対象となる (上嗅2回 )

県スポーツ協会へのは、るさと選手登録が必要

各競技団体 1事業まで (宿泊は2泊 3日が上限)

報告時に報告書を添付

指定企業 ,大学チームのみが対象

対象チニムと事務手続きを行う

競技団体を通 して、指定選手に補助

予算の範囲内で追加内示を行う

交通費・宿泊費等は県スポ協、国スポ・冬季大会は別途発送

※強化区分A・ B競技は2名 まで可

締め切り

5月 14日

5月 7日

5/29、 9/7

(又は事業2週間前)

5月 8日

5月 14日

事業 2週間前

6月 4日

事 業 名

青森国スポ強化事業

長崎ミライアスリー ト事業

d、るさと選手招へい事業

指導者育成県外派遣事業

企業・大学チ
=ム
強化助成事業

オリンピックアスリァ ト等特別強化事業

トレーナー派遣事業 (原則 1競技 1名 )

2

3

4

5

7


